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2142番地

本
稿
は
、
長
野
県
農
業
試
験
場

病
害
虫
防
除
部
で
実
施
し
て
い
る

巡
回
調
査
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介

す
る
。

○
全
般

本
年
は
、
３
月
下
旬
か
ら
高
温

傾
向
が
続
き
、
晴
れ
た
日
が
多
か

っ
た
が
、
５
月
下
旬
か
ら
６
月
中

旬
に
か
け
て
は
、
前
線
や
気
圧
の

谷
の
影
響
で
曇
り
や
雨
の
日
が
多

か
っ
た
。
６
月
下
旬
か
ら
は
、
晴

れ
て
暑
い
日
が
続
い
た
。
８
月
上

中
旬
と
９
月
中
旬
に
、
曇
り
や
雨

が
多
い
時
期
が
あ
っ
た
が
、
そ
の

他
の
期
間
は
概
ね
晴
れ
て
気
温
は

高
め
に
推
移
し
た
。

高
温
、
乾
燥
気
味
の
気
象
の
影

響
を
受
け
、
本
年
度
は
害
虫
の
活

動
が
活
発
で
、
特
に
ハ
ダ
ニ
類
、ア

ト
マ
ト
で
は
、
病
害
の
発
生
は

全
般
的
に
少
な
か
っ
た
が
、
一
部

の
ほ
場
で
葉
か
び
病
、
す
す
か
び

病
、
輪
紋
病
の
発
生
が
や
や
多
か

っ
た
。
ま
た
、
定
植
直
後
の
５
月

下
旬
に
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
の
寄
生
が

多
か
っ
た
一
部
の
露
地
栽
培
ほ
場

で
、
Ｃ
Ｍ
Ｖ
に
よ
る
モ
ザ
イ
ク
病

の
発
生
が
み
ら
れ
た
。

き
ゅ
う
り
で
は
、施
設
栽
培
で
、

６
月
下
旬
頃
か
ら
う
ど
ん
こ
病
の

発
生
が
み
ら
れ
、
一
部
の
ほ
場
で

は
発
生
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
主

に
北
信
地
域
の
露
地
栽
培
で
、
ベ

と
病
、
褐
斑
病
の
発
生
が
多
い
ほ

場
が
み
ら
れ
た
。

【
害
虫
】

露
地
栽
培
の
ト
マ
ト
で
は
、
定

植
直
後
に
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
の
寄
生

が
多
い
ほ
場
が
み
ら
れ
た
。

ハ
ダ
ニ
類
は
、
施
設
栽
培
の
き

ゅ
う
り
の
一
部
ほ
場
で
５
月
下
旬

か
ら
、
露
地
栽
培
の
き
ゅ
う
り
で

は
６
月
及
び
９
月
以
降
、
露
地
栽

培
の
ト
マ
ト
の
一
部
ほ
場
で
は
８

月
上
旬
か
ら
寄
生
が
み
ら
れ
、
平

年
と
比
べ
多
か
っ
た
。

ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
は
、
き
ゅ
う
り

の
施
設
栽
培
、
露
地
栽
培
と
も
に

平
年
と
比
べ
寄
生
が
多
か
っ
た
。

オ
ン
シ
ツ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
は
、
施

設
栽
培
の
ト
マ
ト
、
き
ゅ
う
り
の

一
部
ほ
場
で
寄
生
が
多
か
っ
た
。

露
地
栽
培
の
ト
マ
ト
で
は
、
７

月
上
旬
以
降
に
オ
オ
タ
バ
コ
ガ
に

よ
る
果
実
の
被
害
が
み
ら
れ
た
。

侵
入
警
戒
害
虫
の
ト
マ
ト
キ
バ

ガ
は
、
県
内
で
の
越
冬
個
体
と
思

わ
れ
る
雄
成
虫
が
、
南
箕
輪
村
で

は
４
月
中
旬
か
ら
、
長
野
市
で
は

４
月
下
旬
か
ら
フ
ェ
ロ
モ
ン
ト
ラ

ッ
プ
に
誘
殺
さ
れ
た（
図
１
）。
ま

た
、
南
箕
輪
村
で
は
、
７
月
以
降
、

誘
殺
頭
数
が
増
加
し
、
８
月
に
は

南
信
地
域
の
複
数
の
ト
マ
ト
ほ
場

で
葉
へ
の
食
入
被
害
が
確
認
さ
れ

た
。
そ
の
た
め
、
最
初
に
誘
殺
が

確
認
さ
れ
た
４
月
下
旬
に
地
区
報

（
病
害
虫
情
報
）、
南
信
地
域
で
誘

殺
頭
数
が
急
増
し
た
８
月
中
旬
に

地
区
報（
地
区
注
意
報
）を
発
出
し

て
生
産
者
に
注
意
を
促
し
た
。

○
ア
ブ
ラ
ナ
科
野
菜

【
病
害
】

キ
ャ
ベ
ツ
で
は
、
６
月
下
旬
以

降
に
株
腐
病
、
７
月
上
旬
以
降
に

黒
腐
病
が
散
見
さ
れ
た
。
ま
た
、

一
部
の
ほ
場
で
は
６
月
下
旬
に
ベ

と
病
の
発
生
が
み
ら
れ
た
。
黒
斑

細
菌
病
、
軟
腐
病
な
ど
の
細
菌
性

病
害
は
、７
月
上
旬
以
降
、一
部
の

地
域
で
発
生
が
み
ら
れ
た
。

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
で
は
、
一
部
の

ほ
場
で
べ
と
病
、
黒
腐
病
の
発
生

が
み
ら
れ
た
。細
菌
性
病
害
で
は
、

８
月
下
旬
～
９
月
上
旬
に
一
部
の

ほ
場
で
黒
斑
細
菌
病
の
発
生
が
み

ら
れ
た
。

は
く
さ
い
で
は
、
６
月
上
旬
以

降
に
ベ
と
病
が
散
見
さ
れ
た
。
ま

た
、一
部
の
ほ
場
で
白
さ
び
病
、ピ

シ
ウ
ム
腐
敗
病
、
軟
腐
病
の
発
生

が
み
ら
れ
た
。

【
害
虫
】

５
月
～
７
月
に
コ
ナ
ガ
の
発
生

が
多
か
っ
た
地
域
が
あ
り
、
一
部

の
キ
ャ
ベ
ツ
ほ
場
で
被
害
が
発
生

し
た
。
ま
た
、
タ
マ
ナ
ギ
ン
ウ
ワ

バ
の
発
生
も
多
く
、
各
地
の
キ
ャ

ベ
ツ
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
で
被
害
が

見
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
チ
ョ
ウ
目

害
虫
に
よ
る
被
害
株
は
、
平
年
に

比
べ
や
や
多
か
っ
た
。
10
月
下
旬

の
調
査
で
は
、
シ
ロ
イ
チ
モ
ジ
ヨ

ト
ウ
に
よ
る
被
害
が
み
ら
れ
た
。

微
小
害
虫
で
は
、
５
月
に
一
部

の
キ
ャ
ベ
ツ
の
ほ
場
で
ア
ブ
ラ
ム

シ
類
の
寄
生
が
み
ら
れ
た
。ま
た
、

８
月
下
旬
に
東
信
地
域
の
一
部
の

キ
ャ
ベ
ツ
で
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
に
よ

る
被
害
が
発
生
し
た
。

○
レ
タ
ス

５
月
上
旬
以
降
、
す
そ
枯
病
の

発
生
が
み
ら
れ
、
東
信
地
域
で
は

10
月
上
旬
ま
で
散
見
さ
れ
た
。
ま

た
、５
月
下
旬
以
降
、主
に
東
信
地

域
で
斑
点
細
菌
病
の
発
生
が
み
ら

れ
、
特
に
10
月
上
旬
に
は
発
生
が

多
か
っ
た
。

虫
害
の
発
生
は
全
般
的
に
少
な

か
っ
た

○
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

【
病
害
】

茎
枯
病
は
、露
地
栽
培
、雨
よ
け

栽
培
と
も
に
６
月
下
旬
か
ら
発
生

が
み
ら
れ
、
発
病
株
率
、
発
病
度

は
、
全
般
的
に
平
年
と
比
べ
や
や

高
か
っ
た
。
斑
点
病
は
、
一
部
の

露
地
ほ
場
で
発
生
が
み
ら
れ
た

が
、
平
年
と
比
べ
や
や
少
な
か
っ

た
。

【
害
虫
】

５
月
上
旬
か
ら
ア
ザ
ミ
ウ
マ

類
、
７
月
上
旬
か
ら
ハ
ダ
ニ
類
の

寄
生
が
み
ら
れ
、
一
部
の
ほ
場
で

は
多
発
し
た
。

○
た
ま
ね
ぎ

【
病
害
】

５
月
下
旬
か
ら
、
一
部
の
ほ
場

で
黒
斑
病
、
べ
と
病
の
発
生
が
み

ら
れ
、
黒
斑
病
は
平
年
と
比
べ
発

生
量
が
や
や
多
か
っ
た
。

【
害
虫
】

５
月
上
旬
以
降
、
ア
ザ
ミ
ウ
マ

類
や
ネ
ギ
ハ
モ
グ
リ
バ
エ
幼
虫
の

食
入
が
目
立
つ
地
域
が
あ
っ
た
。

○
ね
ぎ

【
病
害
】

平
年
よ
り
や
や
早
い
６
月
上
旬

か
ら
黒
斑
病
の
発
生
が
み
ら
れ
、

９
月
上
旬
に
は
、
ほ
ぼ
全
株
に
発

病
が
み
ら
れ
る
ほ
場
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
一
部
の
ほ
場
で
６
月
下
旬

か
ら
さ
び
病
の
発
生
が
み
ら
れ
た
。

【
害
虫
】

５
月
下
旬
以
降
、
ア
ザ
ミ
ウ
マ

類
、
ネ
ギ
ハ
モ
グ
リ
バ
エ
幼
虫
の

寄
生
が
増
加
し
、
栽
培
期
間
を
通

し
て
こ
れ
ら
に
よ
る
食
害
が
み
ら

れ
た
。
ま
た
、
９
月
下
旬
以
降
に

は
、一
部
の
ほ
場
で
、ヨ
ト
ウ
ム
シ

類
に
よ
る
食
害
が
み
ら
れ
た
。

○
き
く

目
立
っ
た
病
害
の
発
生
は
み
ら

れ
な
か
っ
た
。

【
害
虫
】

７
月
下
旬
に
東
信
地
域
の
一
部

の
ほ
場
で
、
ク
ロ
ゲ
ハ
ナ
ア
ザ
ミ

ウ
マ
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
た
。

ま
た
、９
月
下
旬
に
、一
部
の
ほ
場

で
ハ
ダ
ニ
類
の
寄
生
が
多
か
っ
た
。

全
国
１
等
米
比
率
77
％

農
林
水
産
省
の
10
月
31
日
の
発

表
に
よ
る
と
、
２
０
２
５
年
産
米

（
水
稲
う
る
ち
玄
米
）１
等
米
比
率

の
全
国
平
均
が
、
９
月
30
日
現
在

で
、
77
・
０
％
で
し
た
。
同
時
期

の
24
年
産
米
は
77
・
５
％
、
23
年

産
米
は
59
・
６
％
、
22
年
産
米
は

75
・
８
％
で
し
た
。

都
道
府
県
別
で
１
等
米
比
率

が
最
も
高
か
っ
た
の
は
岩
手
県

の
97
・
６
％
で
、
２
番
は
長
野
県

の
95
・
４
％
、
３
番
は
山
形
県
の

95
・
０
％
で
し
た
。

（
信
州
の
農
業
事
務
局
）

今
年
の
病
害
虫
発
生
の
特
徴

農
業
試
験
場
病
害
虫
防
除
部
　
主
査
　
若
林
秀
忠

技
師
　
増
澤
高
亨

　
野
菜
・
花
き

　
野
菜
・
花
き

ト

ピ

ッ

ク

「
令
和
８
年
長
野
県
農
作
物
病
害
虫
・
雑
草
防
除
基
準
」

発
行
予
定
：
令
和
８
年
２
月
上
旬

価
格
：
９
０
０
円（
消
費
税
込
み
・
送
料
別
途
）

お
問
い
合
わ
せ
・
ご
注
文
は
、（
一
社
）長
野
県
植
物
防
疫
協
会

電
話
０
２
６（
２
３
５
）３
５
１
０　

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。
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図 １　フェロモントラップによるトマトキバガ誘殺消長
　（令和７年）

ザ
ミ
ウ
マ
類
、
ア
ブ

ラ
ム
シ
類
等
微
小
害

虫
の
発
生
の
多
い
ほ

場
が
み
ら
れ
た
。
ま

た
、
ウ
ワ
バ
類
、
ヨ
ト

ウ
ム
シ
類
、
オ
オ
タ

バ
コ
ガ
、
コ
ナ
ガ
等

チ
ョ
ウ
目
害
虫
の
発

生
も
全
般
的
に
多
か

っ
た
。

病
害
の
発
生
は
、

全
般
的
に
少
な
か
っ

た
も
の
の
、
雷
雨
等
、

局
所
的
に
強
い
雨
が

降
っ
た
地
域
を
中
心

に
、
細
菌
性
病
害
の

発
生
が
多
い
ほ
場
も

み
ら
れ
た
。

○
果
菜
類

【
病
害
】
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Ｕ
Ｖ
―

Ｂ
照
射
と
天
敵
等
の
活

用
に
よ
る
い
ち
ご
の
「
グ
リ
ー

ン
な
栽
培
体
系
」
の
実
証

農
林
水
産
省
で
は
、「
み
ど
り
の

食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
の
実
現
に

向
け
て
、
環
境
負
荷
の
低
減
と
省

力
化
を
両
立
す
る「
グ
リ
ー
ン
な

栽
培
体
系
」
の
推
進
を
掲
げ
て
い

ま
す
。
長
野
県
に
お
い
て
も
、
第

４
期
食
と
農
業
農
村
振
興
計
画
に

基
づ
き
、
環
境
に
や
さ
し
い
農
業

へ
の
転
換
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

夏
秋
い
ち
ご
で
は
Ｕ
Ｖ
―

Ｂ
照
射

と
油
脂
系
気
門
封
鎖
型
殺
虫
殺
菌

剤
の
体
系
処
理
が
、
う
ど
ん
こ
病

や
ハ
ダ
ニ
類
の
抑
制
に
有
効
で
あ

る
こ
と
が
令
和
２
年
度
の
普
及
技

術
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、
南
信

州
地
域
に
お
け
る
促
成
い
ち
ご
栽

培
に
お
い
て
、
従
来
の
化
学
合
成

農
薬
主
体
の
防
除
体
系
か
ら
の
転

換
を
目
指
し
、
令
和
６
年
９
月
か

ら
令
和
７
年
５
月
に
か
け
て
、
農

事
組
合
法
人
信
州
高
森
い
ち
ご
生

産
組
合
の
協
力
の
も
と
、
実
証
試

験
を
実
施
し
ま
し
た
。

■
試
験
の
内
容

試
験
で
は
、
う
ど
ん
こ
病
お
よ

び
ハ
ダ
ニ
類
の
発
生
を
抑
制
す
る

た
め
、Ｕ
Ｖ
―
Ｂ
照
射
、天
敵（
ミ
ヤ

コ
カ
ブ
リ
ダ
ニ
・
チ
リ
カ
ブ
リ
ダ

ニ
）、油
脂
系
気
門
封
鎖
型
殺
虫
殺

菌
剤
の
３
つ
の
技
術
を
組
み
合
わ

せ
た
防
除
体
系
を
構
築
し
、
慣
行

防
除
と
の
比
較
を
行
い
ま
し
た
。

Ｕ
Ｖ
―
Ｂ
は
一
般
的
に
Ｄ
Ｎ
Ａ
の

損
傷
と
活
性
酸
素
の
生
成
を
通
じ

て
生
物
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
お

り
、Ｄ
Ｎ
Ａ
損
傷
に
よ
り
遺
伝
子
が

正
常
に
機
能
し
な
く
な
り
ま
す
。

試
験
区
で
は
、高
設
ベ
ン
チ
に
タ

イ
ベ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
設
置
し
、Ｕ
Ｖ

―
Ｂ
電
球
形
蛍
光
灯
を
９
月
10
日

よ
り
毎
晩
３
時
間
照
射（
22
時
～

25
時
）し
ま
し
た
。
ハ
ダ
ニ
類
の
発

生
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、天
敵
製

剤
と
し
て
11
月
８
日
に
ス
パ
イ
カ

ル
Ⓡ
プ
ラ
ス（
ミ
ヤ
コ
カ
ブ
リ
ダ
ニ
）

を
、
ま
た
12
月
18
日
に「
ス
パ
イ
デ

ッ
ク
ス
Ⓡ
バ
イ
タ
ル（
チ
リ
カ
ブ
リ

ダ
ニ
）
」
を
導
入
し
ま
し
た
。
な
お

定
植
直
後
か
ら
試
験
区
で
炭
疽
病

が
発
生
し
た
た
め
、炭
疽
病
の
発
病

が
治
ま
っ
た
11
月
か
ら
試
験
開
始

と
し
ま
し
た
。
約
10
日
に
１
回
、各

区
60
株
、１
株
２
小
葉
の
計
１
２
０

小
葉
を
調
査
し
ま
し
た
。

■
結
果
と
考
察

調
査
結
果
か
ら
、
Ｕ
Ｖ
―

Ｂ
照

射
や
天
敵
の
導
入
等
に
よ
り
、
ハ

ダ
ニ
類
の
発
生
が
抑
制
さ
れ
、
防

除
回
数
の
削
減
と
作
業
の
省
力
化

に
一
定
の
効
果
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
。
特
に
試
験
区
で
は
、
慣
行
防

除
に
比
べ
て
防
除
回
数
を
２
回
削

減
し
な
が
ら
も
、
病
害
虫
の
発
生

を
抑
え
た
栽
培
が
可
能
で
あ
る
こ

と
が
実
証
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
う
ど
ん
こ
病
に
つ
い
て

は
、
試
験
区
・
対
照
区
と
も
に
発

生
が
確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
は
本
年
度
、
地
域
全
体
と
し

て
、
う
ど
ん
こ
病
の
発
生
が
少
な

か
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
防
除
回
数
を

削
減
し
た
試
験
区
に
お
い
て
も
発

病
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、

導
入
技
術
の
予
防
的
効
果
を
示
唆

す
る
も
の
と
捉
え
て
い
ま
す
。

■
お
わ
り
に

南
信
州
地
域
で
は
、
近
年
の
温

暖
化
の
影
響
に
よ
り
、
ハ
ダ
ニ
類

を
は
じ
め
と
す
る
微
小
害
虫
の
発

生
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
う
し
た
総
合
的
な
防
除
技

術
の
普
及
は
、
持
続
可
能
な
い
ち

ご
栽
培
の
実
現
に
向
け
て
ま
す
ま

す
重
要
と
な
り
ま
す
。
今
後
は
、

本
試
験
の
成
果
を
も
と
に
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
し
、
現
地
検
討
会
の

開
催
に
よ
り
、
地
域
内
で
の
技
術

普
及
と
実
践
的
な
活
用
を
さ
ら
に

推
進
し
て
い
く
予
定
で
す
。
今
回

の
実
証
試
験
で
協
力
い
た
だ
い
た

農
事
組
合
法
人
信
州
高
森
い
ち
ご

生
産
組
合
で
は
、
対
象
区
と
比
較

し
て
顕
著
に
ハ
ダ
ニ
類
の
発
生
が

抑
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
Ｕ
Ｖ
―

Ｂ
照
射
の
効
果
を
実
感
す
る
こ
と

が
で
き
、
今
後
も
Ｕ
Ｖ
―

Ｂ
を
活

用
し
て
い
く
方
針
で
す
。

（
南
信
州
農
業
農
村
支
援
セ
ン
タ
ー

技
師
　
細
久
保
安
奈
）

新しく普及に移す見込みの農業技術 農業技術課　副主任専門技術員　横澤志織

　令和７年度第１回普及技術検討会において普及に移される見込みの課題のうち、植物防疫（病害虫防除）に関する技術について概略を紹介する。発刊の都合上、
普及技術検討会で検討された情報に沿って記載している。また、表現や文言などは、今後変更される場合があるのでご留意いただきたい。詳細については、長野
県農業関係試験場ホームページ（https://www.agries-nagano.jp/）に掲載されるので確認していただきたい。

【注　意】
　本稿に記載されている情報は、普及技術検討会への提案時（2025年10月８日現在）の農薬登録内容に沿っている。本稿掲載後の農薬登録変更等もあり得るので、
農薬ラベル記載の適用登録をよく確認し、使用者の責任において適正に使用する。なお、紙面の都合により、各技術の利用上の留意点は記載を省略した。使用に
あたっては、上記ホームページにおいて注意事項について必ず確認する。なお、農薬の使用にあたっては、蚕、ミツバチ、天敵等の有用生物や水産動植物への影響
や人畜毒性、農作物の薬害等の注意事項も確認し、農薬の危被害防止に努める。また、病害虫の薬剤抵抗性発達を防ぐため、FRACコードやIRACコードを参考
に作用機構分類の異なる薬剤をローテーションで使用する。

【普及技術】

タイトル 技術内容（要約）

ＤＭＩ剤に偏重しない日本なし「幸水」の新たな薬剤防除体系
日本なし「幸水」の開花直前にミギワ２０フロアブル4,000倍液またはユニックス顆粒水和剤2,000倍液、
落花直後にカナメフロアブル8,000倍液を組み合わせて散布すると、生育期間を通してナシ黒星病の
被害を低減でき、ナシ赤星病に対する効果も高い。

【技術情報】

タイトル 技術内容（要約）

スコア顆粒水和剤へのチウラム水和剤の加用によるナシ黒星病に対
する防除効果

ナシ黒星病防除に、チオノックフロアブルまたはトレノックスフロアブルの500倍液を加用したスコ
ア顆粒水和剤4,000倍液を、落花直後に散布する。これにより、スコア顆粒水和剤の単用処理に比べ
てナシ黒星病に対する防除効果が高くなり、ＤＭＩ剤低感受性ナシ黒星病菌の発生が懸念される圃場
や地域においても高い防除効果が期待できる。

日本なし「幸水」の果実肥大期における各種殺菌剤のナシ黒星病に
対する防除効果

日本なし「幸水」の果実肥大期にあたる６月中旬から７月上中旬に、ストロビードライフロアブル3,000
倍液、スクレアフロアブル3,000倍液（いずれもＱｏＩ剤）、カナメフロアブル4,000倍液（ＳＤＨＩ剤）、
ミギワ２０フロアブル4,000倍液（ＤＨＯＤＨＩ剤）のいずれかを散布すると、ナシ黒星病の果実被
害を少なく抑えられる。

【農薬情報（殺菌剤）】

対象作物 対象病害虫・雑草等 農薬名 技術内容（要約）

水稲 もみ枯細菌病（穂枯症）
ジクロベンチアゾクス２％含
有苗箱施薬剤（ブーン粒剤な
ど）

イネもみ枯細菌病（穂枯症）防除にジクロベンチアゾクス２％含有苗箱施薬剤（ブーン粒剤など）を
移植当日に育苗箱１箱当たり50ｇを育苗箱の上から均一に散布する。

水稲 紋枯病
インピルフルキサム２％含有
苗箱施薬剤（アレスモンガレ
ス箱粒剤など）

イネ紋枯病防除にインピルフルキサム２％含有苗箱施薬剤（アレスモンガレス箱粒剤など）を移植当
日に育苗箱１箱当たり50ｇを育苗箱の上から均一に散布する。

もも、ネクタ
リン

せん孔細菌病 ＩＣジンク水和剤
もも、ネクタリンのせん孔細菌病防除にＩＣジンク水和剤の1,000倍液を散布する。本剤の散布によ
り葉に薬害を生じる場合がある。

ブロッコリー 軟腐病 マイコシールド ブロッコリー軟腐病防除にマイコシールドの2,000倍液を散布する。

【農薬情報（殺虫剤）】

対象作物 対象病害虫・雑草等 農薬名 技術内容（要約）

ぶどう アザミウマ類 オリオン水和剤４０
ぶどうのアザミウマ類防除にオリオン水和剤４０の1,000倍液を散布する。蚕に対して長期間毒性が
あるので、桑園付近では使用しない。

ぶどう ブドウサビダニ
コテツフロアブル、ファイン
セーブフロアブル

ぶどうのブドウサビダニ防除にコテツフロアブルまたはファインセーブフロアブルの2,000倍液を散
布する。

もも アザミウマ類 ファインセーブフロアブル もものアザミウマ類防除にファインセーブフロアブルの2,000倍液を散布する。

すもも シンクイムシ類 エクシレルＳＥ
すもものシンクイムシ類防除にエクシレルＳＥの5,000倍液を散布する。蚕に対して長期間毒性があ
るので、桑園付近では使用しない。
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「
ク
ロ
レ
ー
ト
Ｓ
」

「
ワ
ラ
ク
サ
ー
ル
Ｅ
Ｘ
」

「
葉
活
酢
」

�

丸
善
薬
品
産
業
株
式
会
社

今
回
は
本
誌
に
て
弊
社
が
取
扱

い
し
て
い
る
製
品
を
３
商
品
ご
紹

介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

【
ク
ロ
レ
ー
ト
Ｓ
】

ク
ロ
レ
ー
ト
Ｓ
は
塩
素
酸
ナ
ト

リ
ウ
ム
を
有
効
成
分
と
す
る
非
選

択
性
の
緑
地
管
理
用
除
草
剤
で

す
。
有
効
成
分
の
強
い
酸
化
作
用

に
よ
り
、
一
年
生
雑
草
か
ら
多
年

生
雑
草
ま
で
広
範
囲
の
雑
草
に
効

果
を
有
し
、
難
防
除
雑
草
で
あ
る

竹
・
サ
サ
、
水
稲
で
は
畦
畔
の
ス

ギ
ナ
や
刈
跡
処
理
で
翌
春
の
オ
モ

ダ
カ
を
抑
制
す
る
効
果
も
ご
ざ
い

ま
す
。
尚
、
粒
剤
で
す
の
で
、そ
の

ま
ま
散
布
で
き
作
業
が
簡
便
で
す
。

（
本
剤
は
効
果
発
現
後
、
土
壌
中
で

ゆ
る
や
か
に
分
解
し
、
消
失
し
ま

す
。
）

農
薬
の
適
切
な
保
管
と

�

在
庫
整
理
を
行
い
ま
し
ょ
う

県
で
は
令
和
七
年
十
一
月
十
六

日
か
ら
三
十
日
ま
で
、「
毒
物
劇
物

及
び
農
薬
危
害
防
止
運
動
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

今
回
の
運
動
で
は
、
毒
物
劇
物

及
び
農
薬
の
適
正
な
保
管
管
理
や

取
扱
い
、
廃
棄
処
分
等
の
徹
底
と
、

こ
れ
ら
に
よ
る
事
故
の
発
生
防
止

を
啓
発
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
か
ら
農
閑
期
に
入
り
、
農

薬
保
管
庫
の
整
理
が
行
わ
れ
る
季

節
に
な
り
ま
す
。

農
薬
使
用
者
に
対
し
、
こ
の
機

会
に
も
う
一
度
農
薬
の
保
管
状
況

等
の
確
認
を
行
い
、
適
切
な
保
管

管
理
に
努
め
る
よ
う
御
指
導
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
農
薬
の
保
管
場
所
】

農
薬
の
保
管
状
況
の
点
検
に
あ

た
っ
て
は
、
特
に
以
下
の
点
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

★
ク
ロ
レ
ー
ト
Ｓ
に
関
す
る
ご
案

内
２
０
２
５
年
10
月
30
日
付
で
緑

地
管
理
用
除
草
剤「
ク
ロ
レ
ー
ト

Ｓ
」は
、毒
物
及
び
劇
物
指
定
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令（
令
和
７

年
政
令
第
３
５
８
号
）
及
び
毒
物

及
び
劇
物
取
締
法
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令（
令
和
７
年

厚
生
労
働
省
令
第
１
０
７
号
）
が

公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
劇
物

か
ら
除
外
さ
れ
普
通
物（
毒
劇
物

に
該
当
し
な
い
も
の
を
指
し
て
い

う
通
称
）と
な
り
ま
し
た
の
で
、ご

案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

普
通
物
に
な
る
こ
と
で
、「
ご
購

入
時
の
印
鑑
・
鍵
付
き
保
管
庫
で

の
保
管
」が
不
要
と
な
り
ま
す
。

※
ク
ロ
レ
ー
ト
Ｓ
Ｌ
水
和
剤
は
医

薬
用
外
劇
物
と
な
り
ま
す
。

【
ワ
ラ
ク
サ
ー
ル
Ｅ
Ｘ
】

稲
わ
ら
腐
熟
促
進
材
と
な
り
ま

す
。
成
分
と
し
て
は
米
ぬ
か
を
ベ

ー
ス
に
各
種
ミ
ネ
ラ
ル（
鉄
・
マ

ン
ガ
ン
・
カ
ル
シ
ウ
ム
）、キ
ト
サ

ン
、糖
類
、Ｂ
ｉ
ｏ
活
性
炭
を
特
殊

組
合
せ
し
た
複
合
体
で
す
。
圃
場

や
有
機
物
本
来
の
地
元
菌（
土
着

①
鍵
の
か
か
る
場
所
で
農
薬
を
保

管
し
て
い
る
か
。

②
毒
物
・
劇
物
に
該
当
す
る
農
薬

は
他
の
農
薬
と
は
別
に
し
、
鍵
の

か
か
る
農
薬
保
管
庫
等
を
使
用
し

て
い
る
か
。

③
保
管
時
に
特
別
に
注
意
が
必
要

な
農
薬
に
つ
い
て
は
、
ラ
ベ
ル
に

表
示
さ
れ
て
い
る
方
法
で
保
管
さ

れ
て
い
る
か
。

な
お
、保
管
に
あ
た
っ
て
は
、薬

剤
や
容
器
の
劣
化
を
防
ぐ
た
め
、

直
射
日
光
の
当
た
ら
な
い
冷
暗
所

を
選
び
ま
し
ょ
う
。

【
在
庫
の
確
認
】

適
切
な
保
管
管
理
を
行
う
た
め

に
は
、
在
庫
量
を
把
握
し
て
お
く

こ
と
も
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
、

以
下
の
点
に
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
在
庫
台
帳
を
備
え
て
、
農
薬
の

購
入
時
や
使
用
時
に
、
し
っ
か
り

と
記
録
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
計

画
的
に
購
入
・
使
用
し
、
当
年
度

で
農
薬
を
使
い
切
る
よ
う
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

②
在
庫
農
薬
の
有
効
年
月
を
定
期

的
に
確
認
し
、
期
限
切
れ
の
農
薬

が
で
き
る
だ
け
発
生
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
農
薬
は
先

入
れ
先
出
し（
先
に
購
入
し
た
農

薬
を
先
に
使
用
す
る
）
を
徹
底
す

る
た
め
に
、
保
管
場
所
の
整
理
・

整
頓
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

③
万
が
一
、
不
自
然
に
在
庫
が
不

足
す
る
な
ど
盗
難
等
の
疑
い
が
あ

る
場
合
は
、
速
や
か
に
警
察
に
届

け
出
ま
し
ょ
う
。

＊
＊
＊

県
内
外
に
お
い
て
、
古
く
な
っ

て
腐
食
し
た
缶
か
ら
薬
剤
が
漏
え

い
す
る
こ
と
に
よ
る
中
毒
事
故
も

発
生
し
て
い
ま
す
。
適
正
な
場
所

で
保
管
を
行
う
と
と
も
に
、
不
用

な
農
薬
は
早
め
に
処
分
し
ま
し
ょ

う
。農

薬
の
適
正
な
保
管
管
理
と
処

分
に
つ
い
て
、
改
め
て
御
指
導
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
農
政
部
　
農
業
技
術
課
）

石
灰
系
の
資
材
と
の
同
時
使
用

は
出
来
ま
せ
ん
。
ま
た
、
年
内
散

布
・
年
内
す
き
込
み
が
ポ
イ
ン
ト

で
、
浅
く
耕
起
し
て
ワ
ラ
を
な
じ

ま
せ
、
早
め
に
土
中
で
腐
熟
さ
せ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ワ
ラ
ク
サ

ー
ル
Ｅ
Ｘ
は
継
続
使
用
に
よ
り
微

生
物
相
の
改
善
が
期
待
で
き
る
の

で
是
非
継
続
的
な
使
用
を
お
勧
め

致
し
ま
す
。

【
葉
活
酢
】

醸
造
酢
に
卵
殻
を
溶
か
し
た
カ

ル
シ
ウ
ム
補
給
の
た
め
の
液
肥
で

す
。
製
造
元
は
キ
ユ
ー
ピ
ー
醸
造

（
株
）
で
、
卵
の
有
効
活
用
と
醸
造

酢
の
農
業
へ
の
利
用
を
目
的
と
し

て
８
年
前
に
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

★
効
果

①
カ
ル
シ
ウ
ム
欠
乏
症（
尻
腐

れ
・
葉
先
枯
れ
）軽
減

②
生
育
安
定（
醸
造
酢
の
主
成
分

で
あ
る
酢
酸
が
基
礎
代
謝
を
高
め

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
）

③
収
量
ア
ッ
プ

★
特
徴

オ
オ
バ
ナ
ミ
ズ
キ
ン
バ
イ

オ
オ
バ
ナ
ミ
ズ
キ
ン
バ
イ
は
、

南
米
及
び
北
米
南
部
原
産
の
ア
カ

バ
ナ
科
の
多
年
生
雑
草（
水
草
）

で
、
特
定
外
来
生
物
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ

ト
ウ
同
様
、
現
在
国
内
で
の
拡
大

が
警
戒
さ
れ
て
お
り
、
先
日
の
日

本
農
業
新
聞
で
も
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
、
九
州
か
ら
東
北
に
か
け

た
13
府
県
で
の
発
生
が
報
じ
ら
れ

ま
し
た
。

長
野
県
内
で
は
、
発
生
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
隣
接
す
る

愛
知
県
、
静
岡
県
で
の
発
生
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
種
や
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト

ウ
は
、
も
と
は
湖
沼
等
で
の
発
生

に
よ
る
水
路
の
通
水
障
害
や
船
の

航
行
障
害
が
最
初
の
雑
草
害
で
、

そ
の
後
水
田
へ
の
侵
入
・
農
業
被

害
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
種

は
琵
琶
湖
に
２
０
０
９
年
ま
で
に

侵
入
し
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
後
大
規
模
な
繁
茂
が
社
会
問

題
化
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

近
年
三
重
県
の
水
田
に
侵
入
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

オ
オ
バ
ナ
ミ
ズ
キ
ン
バ
イ
に
よ

る
雑
草
害
は
、
水
田
で
の
繁
茂
に

よ
る
水
稲
の
生
育
阻
害（
図
１
）

や
、
河
川
や
湖
沼
、
た
め
池
、
水
路

で
の
繁
茂
に
よ
る
水
門
や
ポ
ン
プ

場
の
稼
働
を
妨
げ
る
も
の
で
、
ナ

ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
同
様
の
被

害
を
も
た
ら
し
ま
す
。
農
業
現
場

だ
け
で
な
く
、
市
民
生
活
に
も
影

譲
渡
手
続
書
面
の
改
正

２
０
２
５
年
10
月
30
日
付
け
で

毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令（
令
和

７
年
厚
生
労
働
省
令
第
１
０
７

号
）が
交
付
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
第
14
条
第

２
項（
毒
物
又
は
劇
物
の
譲
渡
手

続
）の
規
定
に
よ
る
書
面
は
、譲
受

人
が
押
印
又
は
署
名
し
た
書
面
と

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

�

（
信
州
の
農
業
事
務
局
）

①
吸
収
が
早
い（
主
成
分
が
酢
酸

カ
ル
シ
ウ
ム
な
の
で
水
に
溶
け
や

す
い
）

②
原
材
料
が
食
品
素
材（
醸
造
酢

と
卵
殻
）で
構
成

★
使
用
方
法

葉
面
散
布

：

生
育
初
期
は（
播

種
・
育
苗
）
８
０
０
～
１
０
０
０

倍
希
釈
。
生
育
中
期
～
後
期
は

防
除
時
に
３
０
０
～
５
０
０
倍

希
釈
。
散
布
量
は
10
ａ
あ
た
り

１
０
０
Ｌ
が
目
安
で
す
。

他
資
材
と
の
混
用
は
、
事
前
に

問
題
が
無
い
こ
と
を
確
認
下
さ

い
。
施
設
栽
培
で
灌
水
チ
ュ
ー
ブ

（
１
０
０
０
倍
希
釈
目
安
）に
よ
る

施
用
事
例
も
あ
り
ま
す
。

詳
細
商
品
情
報（
使
用
事
例
、試

験
結
果
、学
会
発
表
、生
産
者
様
の

コ
メ
ン
ト
な
ど
）
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
ご
確
認
下
さ
い
。

今
後
も
生
産
者
の
皆
様
の
お
役

に
立
て
る
様
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
何
卒
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

お
問
合
せ
先

：

丸
善
薬
品
産
業
㈱

ア
グ
リ
事
業
部
東
日
本
営
業
部

℡
０
３
－
３
２
５
６
－
５
５
６
１

響
を
与
え
る
た
め
、
様
々
な
分
野

の
方
に
そ
の
存
在
を
知
っ
て
も
ら

い
、初
発
段
階
で
発
見
、駆
除
す
べ

き
雑
草
で
す
。
今
後
の
初
発
段
階

で
の
発
見
に
向
け
、
こ
こ
で
は
生

態
や
見
分
け
方
を
中
心
に
紹
介
し

ま
す
。

■
生
態

再
生
能
力
が
非
常
に
高
く
、
数

セ
ン
チ
の
茎
断
片
か
ら
も
発
根
、

萌
芽
し
ま
す（
図
２
）。
ま
た
、
茎

断
片
は
駆
除
後
の
乾
燥
中
に
も
再

生
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
旺
盛

な
再
生
能
力
が
繁
殖
力
の
大
き
さ

菌
）の
増
繁
殖
を
促
し
、そ
の
受
継

と
活
性
を
最
大
限
に
引
き
出
し
ま

す
。

★
特
長

①
ワ
ラ
ク
サ
ー
ル
Ｅ
Ｘ
は
撒
き
易

い
粉
状
タ
イ
プ
で
１
袋
９
・
５
㎏

／
10
ａ
の
使
用
量
で
従
来
品
よ
り

少
量
で
効
果
が
得
ら
れ
る
為
省
力

散
布
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

②
目
に
見
え
る
効
果

散
布
後
す
ぐ
に
稲
わ
ら
に
作
用

し
て
変
色
し
始
め
る
の
で
他
の
商

材
に
比
べ
て
効
果
が
実
感
し
や
す

い
商
材
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
散

布
タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て
は
稲
刈
り

後
、
ワ
ラ
が
湿
っ
て
い
る
と
き
に

全
面
散
布
を
お
願
い
し
て
お
り
ま

す
。

③
散
布
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
メ

リ
ッ
ト

ワ
ラ
ク
サ
ー
ル
Ｅ
Ｘ
を
散
布
す

る
事
に
よ
り
翌
年
の
ワ
キ
の
発
生

を
軽
減
し
、
生
育
不
良
や
欠
株
を

防
ぎ
ま
す
。
ま
た
土
着
菌
が
増
え

る
こ
と
に
よ
り
肥
料
の
吸
収
が
高

ま
り
、
品
質
・
収
量
も
安
定
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

★
注
意
事
項

我が社我が社

自慢の自慢の
製品製品

雑

草

の

は

な

し

ト

ピ

ッ

ク

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。加
え
て
、

茎
は
ち
ぎ
れ
や
す
い
こ
と
か
ら
、

ロ
ー
タ
リ
ー
耕
や
刈
払
い
等
の
対

応
は
む
し
ろ
拡
大
を
促
す
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
茎
断
片
だ

け
で
な
く
種
子
で
も
繁
殖
し
ま
す
。

冬
期
に
は
低
温
に
よ
り
大
半
の

地
上
部
は
枯
死
し
ま
す
が
、
春
先

に
生
き
残
っ
た
茎
や
茎
断
片
か
ら

萌
芽
し
た
り
、
種
子
か
ら
新
た
な

個
体
が
発
生
し
、
夏
に
は
黄
色
の

花
を
つ
け
ま
す
。

な
お
、
オ
オ
バ
ナ
ミ
ズ
キ
ン
バ

イ
に
は
亜
種
の
ウ
ス
ゲ
オ
オ
バ
ナ

ミ
ズ
キ
ン
バ
イ
も
あ
り
ま
す
が
、

同
様
の
生
態
的
特
徴
を
持
つ
こ
と

か
ら
、
併
せ
て
特
定
外
来
生
物
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
っ
た
ん
繁
殖
す
る
と
そ
の
生

態
か
ら
根
絶
す
る
こ
と
は
難
し

く
、
ま
た
有
効
な
除
草
剤
に
関
す

る
知
見
が
少
な
い
た
め
、
発
生
県

で
は
除
草
剤
の
効
果
試
験
に
着
手

す
る
等
、
防
除
方
法
の
確
立
が
急

が
れ
て
い
ま
す
。

■
似
た
植
物
と
の
見
分
け
方

直
径
４
㎝
ほ
ど
の
大
き
な
黄
色

の
花
を
つ
け（
図
３
）、西
日
本
や
関

東
で
確
認
さ
れ
る
ヒ
レ
タ
ゴ
ボ
ウ

と
似
て
い
ま
す
。
県
内
で
は
チ
ョ

ウ
ジ
タ
デ
が
似
た
形
態
を
し
て
い

ま
す
が
、こ
れ
ほ
ど
大
き
な
花
に
は

な
り
ま
せ
ん
。
基
本
的
に
水
田
や

畦
畔
で
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
黄
色
い

花
を
つ
け
る
種
は
な
い
こ
と
か
ら
、

見
つ
け
や
す
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

本
種
は
特
定
外
来
生
物
で
あ

り
、
生
き
た
ま
ま
運
搬
す
る
こ
と

は
法
律
で
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
怪
し
い
」と
思
わ
れ
る
雑
草
が
あ

っ
た
場
合
、採
取
等
は
せ
ず
、見
つ

け
た
場
所
や
葉
や
花
の
写
真
な
ど

の
情
報
を
、
お
近
く
の
農
業
農
村

支
援
セ
ン
タ
ー
や
農
業
試
験
場
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
水
路

で
も
繁
殖
す
る
こ
と
か
ら
、
水
田

だ
け
で
な
く
、
付
近
の
用
水
路
と

合
わ
せ
た
警
戒
を
お
願
い
し
ま
す
。

私
が
学
生
時
代
、
研
究
室
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ポ
ッ
ト
に
生
息
し
て

い
た
ア
メ
リ
カ
ミ
ズ
キ
ン
バ
イ

（
ヒ
レ
タ
ゴ
ボ
ウ
の
別
名
）を
愛
で

て
い
た
時
に
は
こ
ん
な
ミ
ズ
キ
ン

バ
イ
の
記
事
を
書
く
日
が
来
る
と

は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
…
。

（
農
業
試
験
場
部
　
望
月
崇
史
）

図�

１
　
水
田
内
へ
侵
入
、
繁
茂
し
て

い
る
オ
オ
バ
ナ
ミ
ズ
キ
ン
バ
イ

�

（
三
重
県
農
業
研
究
所
）

図�

２
　
茎
断
片
か
ら
萌
芽
す
る
オ
オ

バ
ナ
ミ
ズ
キ
ン
バ
イ

�

（
三
重
県
農
業
研
究
所
）

図�

３
　
開
花
中
の
オ
オ
バ
ナ
ミ
ズ
キ

ン
バ
イ

�

（
三
重
県
農
業
研
究
所
）
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本
稿
は
、
長
野
県
農
業
試
験
場

病
害
虫
防
除
部
で
実
施
し
て
い
る

病
害
虫
発
生
予
察
の
概
要
に
つ
い

て
紹
介
す
る
。

【
水
稲
】

○
イ
ネ
い
も
ち
病

葉
い
も
ち
は
、
７
月
中
旬
以
降
、

一
部
の
ほ
場
で
発
病
株
率
が
急
増

し
て
お
り
、
注
意
が
必
要
な
状
況

と
な
っ
て
い
た
。

ま
た
、
葉
い
も
ち
感
染
予
測
モ

デ
ル
Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｍ
（
ア
メ
ダ

ス
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
温
度
や
葉

の
濡
れ
時
間
な
ど
の
気
象
条
件
か

ら
感
染
の
好
適
性
を
判
断
し
、
葉

い
も
ち
の
発
生
を
予
測
す
る
た
め

の
シ
ス
テ
ム
）
に
よ
る
予
測
手
法

が
あ
る
。
同
モ
デ
ル
に
よ
れ
ば
、

６
月
は
感
染
好
適
条
件
の
出
現
数

が
平
年
よ
り
多
く
、
実
際
に
現
地

で
は
、
６
月
下
旬
に
す
で
に
発
病

が
確
認
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
受

け
て
、
７
月
中
旬
の
発
病
株
率
が

高
い
こ
と
、
今
後
も
降
雨
等
に
よ

り
感
染
好
適
条
件
が
揃
っ
た
場
合

に
は
、
上
位
葉
へ
の
進
展
、さ
ら
に

は
穂
へ
の
感
染
に
よ
る
穂
首
等
い

も
ち
の
発
生
に
つ
な
が
る
危
険
性

が
高
ま
る
状
況
で
あ
っ
た
。特
に
、

中
山
間
地
域
に
お
い
て
は
、
地
形

的
に
湿
度
が
保
た
れ
や
す
く
、
い

も
ち
病
に
感
染
し
や
す
い
傾
向
が

あ
る
。
ま
た
、
苗
箱
施
薬
剤
の
効

果
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
葉
い
も
ち

の
発
病
が
抑
え
ら
れ
て
い
た
ほ
場

に
お
い
て
も
、
薬
剤
の
残
効
が
切

れ
る
こ
と
で
急
激
に
発
病
が
拡
大

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
今
後

の
防
除
対
応
に
あ
た
っ
て
は
、
発

病
状
況
の
把
握
と
と
も
に
、
感
染

好
適
条
件
の
出
現
に
留
意
し
、
必

要
に
応
じ
て
追
加
防
除
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、７
月
17
日
に「
病
害

虫
発
生
予
察
注
意
報
第
３
号（
イ

ネ
い
も
ち
病
）
」
を
発
表
し
、
注
意

喚
起
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
９
月

上
中
旬
の
巡
回
調
査
で
は
、
穂
い

も
ち
の
発
生
地
点
率
は
全
県
的
に

平
年
と
比
べ
高
か
っ
た
も
の
の
、

被
害
籾
率
は
防
除
の
効
果
等
に
よ

り
一
部
地
域
を
除
い
て
平
年
と
比

べ
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
た
。

○
も
み
枯
細
菌
病（
穂
枯
症
）

南
信
地
域
及
び
中
信
地
域
で
は

発
生
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
一

方
、
東
信
地
域
及
び
北
信
地
域
で

は
発
生
地
点
率
が
平
年
と
比
べ
高

く
、
発
病
穂
率
も
東
信
地
域
及
び

北
信
地
域
と
も
に
平
年
と
比
べ
高

か
っ
た
。

○
イ
ネ
縞
葉
枯
病

と
比
べ
高
く
、
発
病
株
率
に
つ
い

て
は
、
東
信
地
域
で
は
平
年
と
比

べ
低
く
、
北
信
地
域
で
は
平
年
と

比
べ
高
か
っ
た
。

○
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類

６
月
下
旬
に
実
施
し
た
畦
畔
で

の
す
く
い
取
り
調
査（
ネ
ッ
ト
20

回
振
）で
は
、斑
点
米
の
原
因
と
な

る
カ
メ
ム
シ
類（
以
下「
斑
点
米

カ
メ
ム
シ
類
」
）
の
捕
獲
地
点
率

が
全
域
で
83
・
９
％（
平
年
54
・

９
％
）と
高
く
、１
地
点
あ
た
り
の

平
均
捕
獲
頭
数
も
12
・
３
頭（
平

年
４
・
４
頭
）と
多
か
っ
た
。
さ
ら

に
、
７
月
上
旬
に
実
施
し
た
本
田

で
の
す
く
い
取
り
調
査（
ネ
ッ
ト

20
回
振
）で
は
、斑
点
米
カ
メ
ム
シ

類
の
捕
獲
地
点
率
は
全
域
で
69
・

４
％（
平
年
38
・
２
％
）
と
高
く
、

１
地
点
あ
た
り
の
平
均
捕
獲
頭
数

も
６
・
１
頭（
平
年
１
・
１
頭
）と
多

か
っ
た
。
加
え
て
、
県
内
６
カ
所

に
設
置
し
た
予
察
灯
に
よ
る
誘
殺

頭
数
調
査
で
は
、
６
月
第
２
半
旬

以
降
、
ア
カ
ヒ
ゲ
ホ
ソ
ミ
ド
リ
カ

ス
ミ
カ
メ
と
ア
カ
ス
ジ
カ
ス
ミ
カ

メ
が
平
年
と
比
べ
多
か
っ
た
。
な

お
、
７
月
10
日
に
気
象
庁
が
発
表

し
た
向
こ
う
１
か
月
の
予
報
に
よ

る
と
、
晴
れ
の
日
が
平
年
並
に
多

く
、
気
温
は
平
年
と
比
べ
高
く
な

る
見
込
み
で
あ
っ
た
。こ
の
た
め
、

斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類
の
活
動
が
今

後
さ
ら
に
活
発
化
す
る
と
推
測
さ

れ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

７
月
14
日
に「
病
害
虫
発
生
予
察

注
意
報
第
２
号（
斑
点
米
カ
メ
ム

シ
類
）
」
を
発
表
し
、
注
意
喚
起
を

行
っ
た
。
そ
の
後
も
、
８
月
上
旬

及
び
下
旬
の
巡
回
調
査
、
９
月
上

中
旬
の
巡
回
調
査
で
は
、
平
均
捕

獲
頭
数
は
平
年
と
比
べ
全
般
的
に

多
か
っ
た
。

○
イ
ネ
ツ
ト
ム
シ（
イ
チ
モ
ン
ジ

セ
セ
リ
）

黄
色
粘
着
ト
ラ
ッ
プ
に
よ
る
成

虫
の
誘
殺
消
長
調
査
で
は
、
平
年

と
比
べ
や
や
早
く
、
７
月
第
１
半

旬
に
１
頭
が
初
誘
殺
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
９
月
第
６
半
旬
ま
で

の
調
査
で
は
、
誘
殺
数
は
ほ
ぼ
平

年
並
と
な
っ
た
。
一
方
で
、
９
月

上
中
旬
の
巡
回
調
査
で
は
、
イ
チ

モ
ン
ジ
セ
セ
リ（
イ
ネ
ツ
ト
ム
シ
）

に
よ
る
被
害「
つ
と
」の
平
均
確
認

数
は
、
南
信
地
域
で
は
平
年
と
比

べ
多
く
、
北
信
地
域
で
は
平
年
並

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
東
信
地
域
及

び
中
信
地
域
で
は「
つ
と
」は
み
ら

れ
な
か
っ
た
。

○
ニ
カ
メ
イ
チ
ュ
ウ（
ニ
カ
メ
イ

ガ
）近

年
、
東
信
の
一
部
地
域
で
発

生
が
多
く
み
ら
れ
る
が
、
他
地
域

で
は
ほ
と
ん
ど
確
認
さ
れ
て
い
な

い
。
な
お
、
フ
ェ
ロ
モ
ン
ト
ラ
ッ

プ
及
び
予
察
灯
に
よ
る
誘
殺
消
長

調
査
で
は
、越
冬
世
代
成
虫（
第
１

世
代
）の
発
生
時
期
は
平
年
並
で
、

発
生
数
も
ほ
ぼ
平
年
並
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
９
月
上
中
旬
の
巡
回

調
査
で
は
、
白
穂
発
生
地
点
率
は

東
信
地
域
で
平
年
並
で
あ
り
、
一

方
で
、
そ
の
他
の
地
域
で
は
確
認

さ
れ
な
か
っ
た
。

【
麦
類
】

○
麦
類
赤
か
び
病

ク
ロ
ッ
プ
ナ
ビ
を
用
い
た「
コ

ム
ギ
赤
か
び
病
感
染
予
測
シ
ス
テ

ム
」に
よ
り
、コ
ム
ギ
赤
か
び
病
菌

が
感
染
す
る
好
適
条
件
日
が
出
現

し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
北
信
地

域
の
一
部
栽
培
ほ
場
で
は
、
５
月

28
日
に
初
発
が
確
認
さ
れ
た
。
一

方
で
、
気
象
庁
が
５
月
22
日
に
発

表
し
た
１
か
月
予
報
に
よ
れ
ば
、

気
温
は
平
年
並
ま
た
は
高
め
、
降

水
量
は
平
年
並
ま
た
は
多
め
と
な

る
見
込
み
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

今
後
も
コ
ム
ギ
赤
か
び
病
の
感
染

に
適
し
た
気
象
条
件
が
続
く
と
予

想
さ
れ
た
。
加
え
て
、
県
内
の
一

部
栽
培
ほ
場
で
は
凍
霜
害
が
発
生

し
て
お
り
、
被
害
を
受
け
た
穂
は

コ
ム
ギ
赤
か
び
病
に
感
染
し
や
す

く
、さ
ら
に
、早
期
に
倒
伏
し
た
ほ

場
も
見
ら
れ
、
感
染
リ
ス
ク
が
高

い
状
況
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、５
月
29
日
に「
病
害

虫
発
生
予
察
注
意
報
第
１
号（
コ

ム
ギ
赤
か
ぶ
病
）
」
を
発
表
し
、
注

意
喚
起
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
６

月
上
旬
に
実
施
し
た
巡
回
調
査
で

は
、
適
正
な
防
除
が
行
わ
れ
た
こ

と
な
ど
か
ら
、
赤
か
び
病
の
発
生

は
ご
く
わ
ず
か
で
と
ど
ま
っ
た
。

【
大
豆
】

若
手
農
林
水
産
研
究
者
表
彰

県
野
菜
花
き
試
験
場
佐
久
支
場

の
石
山
佳
幸
研
究
員
は
、
令
和
７

年
度
「
若
手
農
林
水
産
研
究
者
表

彰
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
表

彰
は
、
農
林
水
産
省
農
林
水
産
技

術
会
議
が
主
催
し
、農
業
研
究
、普

及
指
導
等
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ

た
40
歳
未
満
の
研
究
者
が
受
賞
対

象
で
、平
成
17
年
度
に
創
設
以
来
、

こ
れ
ま
で
総
計
88
人（
近
年
は
毎

年
５
人
）が
受
賞
し
、長
野
県
関
係

者
の
受
賞
は
初
め
て
で
す
。

受
賞
業
績
は「
レ
タ
ス
に
発
生

す
る
土
壌
病
害
診
断
法
の
開
発
と

防
除
に
関
す
る
研
究
」
で
す
。
レ

タ
ス
主
産
地
で
発
生
し
た
障
害
の

原
因
が
、
わ
が
国
初
確
認
の
土
壌

病
害
で
あ
る
こ
と
を
究
明
す
る
と

と
も
に
、
防
除
対
策
を
迅
速
に
確

立
し
、普
及
さ
せ
、現
地
課
題
解
決

型
の
研
究
業
績
と
し
て
高
く
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

（
信
州
の
農
業
事
務
局
）

○
カ
メ
ム
シ
類

発
生
地
点
率
は
、
全
般
的
に
平

年
と
比
べ
高
か
っ
た
。
そ
れ
に
加

え
て
、寄
生
虫
数
も
同
様
に
、全
般

的
に
平
年
と
比
べ
多
か
っ
た
。

な
お
、優
占
種
は
、イ
チ
モ
ン
ジ

カ
メ
ム
シ
、ホ
ソ
ヘ
リ
カ
メ
ム
シ
、

ア
オ
ク
サ
カ
メ
ム
シ
、
ブ
チ
ヒ
ゲ

カ
メ
ム
シ
で
あ
っ
た
。
特
に
、
今

年
度
は
大
型
種
で
あ
る
ホ
ソ
ヘ
リ

カ
メ
ム
シ
の
発
生
が
顕
著
で
あ
っ

た
。

○
ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ

ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
の
発
生
は
、

調
査
を
開
始
し
た
平
成
29
年
度
か

ら
令
和
５
年
度
ま
で
は
確
認
さ
れ

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
令
和
６
年

度
に
は
ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
の
多
発

【
質
問
】
農
薬
の
安
全
性
は
ど

の
よ
う
に
確
保
さ
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

【
回
答
】

・
農
薬
は
、農
作
物
に
散
布
さ
れ
、

意
図
的
に
環
境
中
に
放
出
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
人
の
健

康
や
環
境
に
対
す
る
安
全
を
確
保

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

・
こ
の
た
め
、毒
性
、作
物
へ
の
残

留
、
環
境
へ
の
影
響
等
に
関
す
る

様
々
な
試
験
成
績
に
基
づ
き
、
安

全
性
の
評
価
を
行
い
、
問
題
が
な

い
と
判
断
し
た
農
薬
の
み
を
、
農

林
水
産
省
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

・
ま
た
、
農
薬
は
登
録
さ
れ
た
も

の
し
か
使
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
登
録
の
際
に
使
用

で
き
る
作
物
と
使
用
方
法（
希
釈

倍
数
、
使
用
量
、
使
用
時
期
、
回
数

な
ど
）も
合
わ
せ
て
定
め
て
お
り
、

農
薬
を
使
用
す
る
と
き
に
こ
れ
ら

を
遵
守
す
る
こ
と
で
農
薬
の
安
全

性
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
農
林
水
産
省
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
よ

り
抜
粋

　
信
州
の
農
業
事
務
局
）

が
確
認
さ
れ
た
。
本
年
度
に
お
い

て
も
、
フ
ェ
ロ
モ
ン
ト
ラ
ッ
プ
に

よ
る
誘
殺
頭
数
が
平
年
を
上
回
っ

て
お
り
、
今
後
の
多
発
が
懸
念
さ

れ
る
状
況
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、８
月
28
日
に「
病
害

虫
発
生
予
察
注
意
報
第
４
号（
ハ

ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
）
」
を
発
表
し
、
注

意
喚
起
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
９

月
中
旬
に
実
施
し
た
巡
回
調
査
で

は
、
東
信
地
域
及
び
北
信
地
域
に

お
い
て
、
発
生
地
点
率
が
平
年
と

比
べ
高
か
っ
た
。
ま
た
、
食
害
度

及
び
白
変
葉
の
発
生
地
点
率
も
平

年
と
比
べ
高
か
っ
た
。

今
年
の
病
害
虫
発
生
の
特
徴

農
業
試
験
場
病
害
虫
防
除
部
　
担
当
係
長
　
藤
沢
喜
一

　
水
稲
・
普
通
作
物

　
水
稲
・
普
通
作
物

ト

ピ

ッ

ク
ホソヘリカメムシ（東信地域）

質問に
答えて 
質問に
答えて 

アメダスデータによる葉いもち感染好適条件出現数

地域 6/1～6/30
平年比（％）

7/1～7/15
平年比（％）

東信（５） 117.6 59.5
南信（８） 145.2 90.1
中信（９） 173.9 124.1
北信（５） 125.0 45.9
全県（27） 143.7 83.9

注）地域の（　）数字はAMeDAS観測地点数
　　平年は過去10年間（平成27年～令和６年）の平均値

本
病
は
、
ヒ
メ
ト
ビ
ウ

ン
カ
が
発
病
株
を
吸
汁
す

る
こ
と
で
病
原
ウ
イ
ル
ス

を
獲
得
し
、
保
毒
虫
と
な

っ
て
他
の
株
へ
媒
介
す
る

こ
と
で
拡
大
す
る
。ま
た
、

保
毒
虫
は
次
世
代
に
も
ウ

イ
ル
ス
を
伝
搬
す
る
た

め
、令
和
元
年
以
降
、発
生

が
継
続
し
て
い
る
。

８
月
下
旬
の
巡
回
調
査

で
は
、
南
信
地
域
及
び
中

信
地
域
で
は
発
生
は
確
認

さ
れ
な
か
っ
た
。
一
方
、

東
信
地
域
及
び
北
信
地
域

で
は
発
生
地
点
率
が
平
年
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